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　産科医療体制の改革（県内分娩体制の集約化）か
ら約 10 年が経過し，少子化や産婦人科医の減少など
の環境の変化がある一方で，働き方改革が進められ
ていること等を踏まえ，産科医療体制を維持してい
くために，県内の現状を把握するとともに今後の産
科医療体制の在り方について検討を行った。

Ⅰ．　広島県の産科医療体制について

　県内 48 分娩取扱医療機関を対象に行った産科医療
提供体制に関するアンケート調査では，医療機関に
おける課題として産婦人科医・助産師の不足，人材
育成など，またそれぞれの圏域における課題として
は，分娩施設の偏在などの意見が寄せられ，多くの
医療機関から集約化は必要であるとの認識が示され
た。またこれまでの委員会での議論では，マンパワー
不足は課題であるが産婦人科医の急激な増加は見込
めないことや，専門性を高めたい若手医師が多いこ
とから，「修練システムの構築」と「重点化」を進め
た上で，集約化を行うのが良いのではないかとの意
見があった。また昨年度は全国の出生数が 84 万人に
とどまるなど，近年の急激な出生数の減少の影響も
懸念される。
　以上のことより，今後の取組の方向性として，人

材育成のための修練システムの構築の検討，働き方
改革に対応するための人員配置と勤務体制の構築，
女性医師等の働きやすい環境づくりなどを検討課題
として挙げた。

Ⅱ．　県内の分娩状況・出生数の推移について

　広島県内の出生数の平成 22 年から令和 2年の推移
を図 1に示す。平成 22 年と比較して令和 2年の分娩
数は 76％に減少している。また，いずれの圏域にお
いても分娩数は減少し，特に呉圏域では 67％に減少
していた（表 1）。
　令和元年度と令和 2年度の圏域別・医療機関種別
の分娩状況を比較すると，令和 2年度は広島圏域，
広島西圏域において，分娩取扱施設のうち診療所が
それぞれ 1施設，分娩中止および閉院のため減少し
ていた。また県内全体の年間分娩件数は，病院・診
療所ともに減少傾向にある。医師 1人当たりの分娩
取扱件数は，医療機関別で見ると全体的に有床診療
所が多く，病院においては，圏域別で見ると令和 2
年度における医師 1人当たりの分娩取扱件数が多い
圏域は広島中央や尾三である一方で，少ない圏域は
広島や呉であった。

図 1　広島県の出生数（平成 22 年－令和 2年）
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Ⅲ．　�専門医修練施設，医師の労働時間規制，
女性医師の勤務状況・支援について

　広島都市圏において，全国トップレベルの高度医
療を提供する機能や人材を育成・供給する機能を持
つ拠点の整備に向けて検討が進められている。この
拠点ビジョンの素案では，拠点に求められる高度医
療機能のひとつとして周産期医療が挙げられている。
新たな拠点は総合母子医療センタ－として周産期医
療を強化することを目指している。周産期医療にお
いては，地域性が無視できないため，各圏域にメイ
ンとなる分娩取扱施設を残しながら，専門性の高い
周産期専門医の修練システムを県全体で形成する必
要があると考えられる。
　医師の労働時間規制については，広島大学産婦人
科教室が人事交流を行っている関連施設においては
B水準（年 1,860 時間）を満たしているが，今後 2035
年に向け A水準（年 960 時間）を目標に集約化・重
点化を進めていく必要がある。また，日本産科婦人

科学会のサステイナブル産婦人科医療体制確立委員
会の検討と同様に，広島県においても女性医師の割
合が増加している。子どもの就学を境として，半数
近い女性医師が分娩取り扱い施設において常勤医師
を離脱していること，また県内の主要病院では院内
保育園が整備されている状況等を踏まえ，今後は就
学児童を育てる女性医師への支援が必要である。

　以上のことから，持続性のある産科医療提供体制
を構築するためには，人材育成のための修練システ
ム，働き方改革に対応するための人員配置と勤務体
制，女性医師等の働きやすい環境づくりが重要であ
る。そのためには集約化／重点化は必要であり，各
圏域の実情を把握した上で，圏域の地対協，医師会，
行政との調整や協力を得て進めていく必要がある。
また，医療の受け手側の理解も必須であり，公開講
座等の実施によりお互いの理解を深めた上で実施す
る必要があると考える。

表 1　各圏域における出生数の推移（平成 22 年－令和元年）
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